
○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
二
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十

八
日
内
閣
府
告
示
第
百
九
十
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

横
浜
市

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

都
市
型
大
学
推
進
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

横
浜
市
の
全
域

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

学

校
設
置
会
社
に
よ
る
学
校
設
置
事
業
（
八
一
六
）
、
校
地
・
校
舎
の
自
己
所
有
を
要
し
な
い
大
学
等
設
置
事
業
（
八
二
一
（



八
〇
一

一
）
）
、
運
動
場
に
係
る
要
件
の
弾
力
化
に
よ
る
大
学
設
置
事
業
（
八
二
八
）
及
び
空
き
地
に
か
か
る
要
件
の
弾

｜

力
化
に
よ
る
大
学
設
置
事
業
（
八
二
九
）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
三
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る

措
置
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十
一
日
内
閣
府
告
示
第
百
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の

変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
条
に

規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

大
阪
府

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

茨
木
市
、
吹
田
市
及
び
豊
中
市
の
区
域
の
一
部
（
彩
都
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、
国

立
大
学
法
人
大
阪
大
学
、
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
及
び
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改



革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

外

国
人
研
究
者
受
入
れ
促
進
事
業
（
五
〇
一
、
五
〇
二
及
び
五
〇
三
）
、
特
定
事
業
等
に
係
る
外
国
人
の
入
国
・
在
留
諸
申
請

優
先
処
理
事
業
（
五
〇
四
）
及
び
特
定
事
業
等
に
係
る
外
国
人
の
永
住
許
可
弾
力
化
事
業
（
五
〇
五
）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
四
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十

九
日
内
閣
府
告
示
第
六
十
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
十
月
一
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

志
摩
市

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

志
摩
自
然
学
校
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

志
摩
市
の
一
部
（
旧
阿
児
町
の
全
域
）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

地

方
公
共
団
体
又
は
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
よ
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
特
定
法
人
へ
の
貸
付
け
事
業
（
一
〇
〇
一
）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
五
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
六

月
二
十
八
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
十
二
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
条
に

規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
十
月
一
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

滋
賀
県
、
大
津
市
、
彦
根
市
、
長
浜
市
、
近
江
八
幡
市
、
八
日
市
市
、

草
津
市
、
守
山
市
、
栗
東
市
、
甲
賀
市
、
野
洲
市
及
び
湖
南
市
並
び
に
滋
賀
県
滋
賀
郡
志
賀
町
、
蒲
生
郡
安
土
町
、
蒲
生
町

、
日
野
町
及
び
竜
王
町
、
神
崎
郡
永
源
寺
町
、
五
個
荘
町
及
び
能
登
川
町
、
愛
知
郡
愛
東
町
、
湖
東
町
、
秦
荘
町
及
び
愛
知

川
町
、
犬
上
郡
豊
郷
町
、
甲
良
町
及
び
多
賀
町
、
坂
田
郡
山
東
町
、
伊
吹
町
、
米
原
町
及
び
近
江
町
、
東
浅
井
郡
浅
井
町
、

虎
姫
町
、
湖
北
町
及
び
び
わ
町
、
伊
香
郡
高
月
町
、
木
之
本
町
、
余
呉
町
及
び
西
浅
井
町
並
び
に
高
島
郡
マ
キ
ノ
町
、
今
津

町
、
朽
木
村
、
安
曇
川
町
、
高
島
町
及
び
新
旭
町



三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

選
べ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
滋
賀
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

滋
賀
県
の
全
域

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

日

額
単
位
を
適
用
し
た
施
設
訓
練
等
支
援
事
業
（
九
二
五
）
及
び
日
額
単
位
を
適
用
し
た
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
（

九
二
六
）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
六
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る

措
置
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十
八
日
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
三
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画

の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
条

に
規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
十
月
一
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

保
育
の
充
実
に
よ
る
若
者
支
援
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
の
一
部
（
旧
羽
合
町
の
全
域
）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

地



方
公
務
員
に
係
る
臨
時
的
任
用
事
業
（
四
〇
九
）
、
公
立
保
育
所
に
お
け
る
給
食
の
外
部
搬
入
方
式
の
容
認
事
業
（
九
二
〇

）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
七
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十

九
日
内
閣
府
告
示
第
七
十
三
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
十
月
一
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

江
津
市

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

桜
江
農
業
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

江
津
市
の
一
部
（
旧
桜
江
市
の
全
域
）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

地

方
公
共
団
体
又
は
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
よ
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
特
定
法
人
へ
の
貸
付
け
事
業
（
一
〇
〇
一
）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
八
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十

九
日
内
閣
府
告
示
第
七
十
八
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
十
月
一
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

高
梁
市

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

就
農
支
援
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

高
梁
市
の
一
部
（
旧
川
上
町
の
全
域
）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

農

地
の
権
利
取
得
後
の
下
限
面
積
要
件
の
特
例
設
定
基
準
の
弾
力
化
に
よ
る
農
地
の
利
用
増
進
事
業
（
一
〇
〇
六
）



○
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
九
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
九
月
五
日

内
閣
府
告
示
第
百
七
十
三
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
六
年
十
月
一
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

吉
野
川
市

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

吉
野
川
市
川
島
町
ふ
れ
あ
い
教
育
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

吉
野
川
市
の
一
部
（
旧
川
島
町
の
全
域
）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改

革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
）

市

町
村
費
負
担
教
職
員
任
用
事
業
（
八
一
〇
）


